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はじめに
7世紀末から 10世紀初め（698年～ 926年）に，現在のロシア沿海州，中国黒龍江省・吉林省，朝
鮮民主主義人民共和国の北部にわたる広大な面積を占めた渤海国は，唐代史料に「海東の盛国」（１）と
記されるほど繁栄したと言われる。しかしながら，その社会構造や歴史的展開については，渤海自身
の手になる文字資料が全くといってよいほど残っていないため，未解明の部分が少なくない。そのた
め渤海史研究は，①遺跡・遺物による考古学的分析（２），②日本・唐の史料による外交関係からの分
析（３）を中心に行われてきた。
ところで，渤海は仏教が伝播したといわれるだけあって，これまでに 31カ所の寺院遺跡が確認さ
れている。それらは北朝鮮の新浦市周辺，中国吉林省の頭道溝盆地や汪清盆地・琿春平野，黒龍江省
の東京城盆地，ロシアのウスリースク平野の 6地帯に集中し（４），寺院址からは数多くの仏像断片が
出土した。断片はいずれも小規模なものであるが，なかでも半拉城の第二廃寺址（５）より出土した仏
像断片は，他の遺跡遺物とは際立って異なる様式をもつ。すなわち，二体の仏像が並隣して座る様式
をとるのである。本稿では，この様式を便宜上「二仏並座像」と称することとする。
仏像遺物は，土器や瓦とは違って，旧住民の精神文化に迫り得る可能性を秘めており，しかも仏教
文化全体における異なる様式の位置づけは極めて重要な問題となる。それ故，これまでも渤海仏像遺
物は仏教美術史の観点から分析されており，問題の半拉城第二廃寺址出土の「二仏並座像」もすでに
論考が公にされている（６）。しかしながら，それらは現在所蔵が確認できるごく一部の「二仏並座像」
のみを分析したものが多く，意外なことに，渤海「二仏並座像」は全体では何点が存在し，それらが
現在いずれの研究機関に所蔵されているのか，またいかなる経緯でそれらの機関に移管されたのか，
という点になると，実はほとんど明らかにされてはいないのである。この基礎的な実証作業を行わな
くては，渤海の仏像断片の分析は前進しないと言っても過言ではないであろう。
作業の手順としては，まず発掘調査書の掲載写真のうち，符合する遺物を見つけ出し，それらが現
在研究機関に所蔵されるどの遺物に相当するのか，という作業を踏まえ，その上で総体を明らかにし
なければならない。幸いにして，筆者は渤海「二仏並座像」遺物の多数を実見調査する機会に恵まれ，
それらが発掘調査書の掲載写真のどれに相当するのかを，ほぼ押さえることができた。そこで，以下
に報告したい。
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１．半拉城の調査について
半拉城とは，渤海の五京の一つ，吉林省琿春県地域東京龍原府址に批定されている。八連城・八磊
城などの複数の別称があるが，これらはいずれも「同一土語の音訳」とされる（７）。
さて，半拉城の調査は鳥山喜一によって先鞭がつけられた。実質的な調査開始時期の確定は困難で
あるが，鳥山は 1924年（大正 13年）の夏に半拉城の調査をしたことを明かしており（８），おそらく
それが初めての調査と見てよいであろう。政府機関を通した最初の調査は，満州国政府の委嘱をうけ
て鳥山喜一・藤田亮策両氏によって行われた 1936年（昭和 11年）の発掘である。報告書は，鳥山・
藤田『満州国古蹟古物調査報告』第 3編，間島省古蹟調査報告（９）として刊行され，これが現在我々
の知り得る最初の発掘成果である。
その後，1940年代初頭に，斎藤優（甚兵衛）氏（10）によって，半拉城の「内城」と「内内城」遺址
が発掘調査された。当時斎藤は陸軍に所属して満州に赴任していたが，かねてより考古学に興味を
もっていた氏は，1941年 9月のはじめに琿春県公署より借用した「琿春縣誌草稿」を閲覧して半拉
城の所在を知り，同月 17日に軍の許可を得て調査を開始した。以来，軍務の余暇の延べ日数 12日に
して一応の表面調査を終了し，これらの調査は斎藤自身が原稿にまとめ，検閲に提出したらしい。同
年 12月初旬，遠山登中将とおそらく笠原幸雄中将の二人が半拉城遺跡を視察し，これをうけて斎藤
は，1942年 2月中旬，県公署に前県長澤田貞一を訪問して半拉城址の保存を嘆願し，これが契機と
なり，満州帝国建国十周年記念事業として県長と高橋庶務科長によって正式な調査が発案され，委員
会によって決定した。斎藤は軍の許可を得て委嘱を受け，行政科長兆伊哲氏を本調査委員長として 3
月 11日より調査が開始された。その後満州国政府は，内城・内内城遺址の整理を駒井和愛等に託し，
鳥山もこの件に関してオブザーバーとして参加している（11）。
斎藤の調査は，『半拉城―渤海の遺蹟調査―』（12）にまとめられ，つづく『半拉城と他の史蹟』（13）と
ともに，彼の業績を代表する著作となり，のちの半拉城址研究の基盤となった。本稿で取り上げる「二
仏並座像」は，1941年もしくは 1942年に斎藤によって初めて発見された。『半拉城と他の史蹟』では，
斎藤が 1941年からの個人調査によってどのような遺物を発見したのかは明らかにしていない。しか
し，1942年 3月 11日からの政府委託調査の回想部分で，「二仏並座像」を法華経の教えによる造像
であることを突き止めたときの感動を記していることから，おそらく初めて「二仏並座像」を発見し
たのは，1942年の調査の際であったと思われる。
斎藤のこれらの著作を見ると，半拉城には，全部で三箇所の廃寺址が発見されており，それらを斎
藤は第一廃寺址，第二廃寺址，第三廃寺址と称している。そして，斎藤は『半拉城―渤海の遺蹟調
査―』で「東京城第二寺址の如き内陣内に基壇は不幸にして儉出することは出來なかつたが，此の内
陣より石佛塼佛を多數發見したことは特筆に値し，其の他各種の古瓦を發見した」と記している（14）。
ところが，氏は『半拉城―渤海の遺蹟調査―』と『半拉城と他の史蹟』で，「二仏並座像」は「之は
釈迦多宝並座像と称すべく殆ど第二廃寺址に於て発見したが第三廃寺址にも断片を発見した」とも記
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しているが（15），調査書と図版を呼応させてみても，第三廃寺址でみつかったというその「断片」が
どれなのかは不明である。
なお，前述の駒井和愛等の内城・内内城遺址調査報告は駒井和愛氏の「渤海の佛像―特に二佛竝座
石像について―」（16）で触れられている。また，『東京大学文学部考古学研究室蒐集品考古図編』第 12
輯（17）にも，「二仏並座像」の断片が 1点掲載されており，これらは，斎藤『半拉城と他の史蹟』（18）掲載，
図版 10，及び斎藤『半拉城―渤海の遺跡調査』（19）掲載，図版 8－ 1，図版 14と同一である。そして『東
京大学文学部考古学研究室蒐集品考古図編』第 18輯（20）にも 3点掲載されている。これらは，前述の
斎藤の 2著に掲載されていない。したがって，ここまでに述べた「二仏並座像」が，本稿の分析対象
となる。
２．報告書掲載の「二仏並座像」
さて現在，上記の報告書等に見ることのできる渤海「二仏並座像」断片の写真は，巻末の図 1～
15の計 15点である。それらの内訳は巻末の表 1に示した通り，二仏が確認できる並座像断片 9点（図
1～ 5，7，12，13，15），光背などから二仏並座像と見られる断片 2点（図 10，14），光背部分断片 2
点（図 8，9），裳懸座部分断片 1点（図 6）および断片群の集合写真 1点（図 11）である。
このうち，図 3は，ほぼ中央部から上下に二分断されていた像を接合したもので，その上部が図
10であり，下部が図 6であることを，筆者は 2008年 5月に東京大学において確認できた（21）。したがっ
て，これらは同一の座像 1点と見なければならない。
図 13，14は同一並座像の左右部分であり，現在これらは接合されて図 15の形で東京大学に保管さ
れていることも確認できた。これらも同一座像 1点と見なければならない。
図 8，9は斎藤『半拉城と他の史蹟』（22）の図版では「石製光背」の「表」「裏」と記され，図版の形
態からも同一光背断片の表面と裏面を撮影したものであることがわかろう。これも同一遺物 1点と数
えねばならない。
図 12の断片は，もとは右上部分が分断されていたものが現在は接合された形で東京大学に所蔵さ
れていることを確認できた。そして，この石像断片が右上部分欠如の状態で図 11の Aに写っている
ことがわかる。同様に，図 11の B部分が図 14と一致することも見てとれる。とすれば，図 14と接
合する図 13も図 11の断片群にあってしかるべきと思われるが，写真を見る限りでは相当する断片は
見当たらない。逆に図 11の断片群には，どれとも相当しない断片が数点見られ，またこの写真の仏
像頭部部分が他の遺物のどれかに接合する可能性があるが，いずれも不明といわねばならない。
以上を踏まえれば，現在知られる半拉城出土の「二仏並座像」断片は，仏像部分の確認できるもの
8点（図 1，2，3〔＝ 6・10〕，4，5，7，12，15〔＝ 13・14〕），光背部分 1点（8〔＝ 9〕）の計 9点
ということになる。筆者は，図 3（6・10）・12・15（13・14）を東京大学で，また図 1・7を台湾台
北の国立故宮博物院において，実物の存在を確認した（23）。しかし，図 2・4・5・8（9）の 4点は，い
まだに所在が不明のままである。筆者は，斎藤が所蔵物の一部を戦後寄贈した先である福井県立歴史
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博物館（24）と福井県鯖江市の斎藤の生家（25）に赴いて調査したが，前述の不明な「二仏並座像」は見つ
からなかった。
さて，これらの遺物断片のうち，図 1～ 11までは，すべて半拉城から発見されたものであること
が斎藤によって報告されている。台湾国立故宮博物院所蔵の遺物も同様である。それならば，いかな
る理由によって斎藤遺物は分割移管されることとなったのであろうか。
３．遺物移管の経緯
（1）東京大学移管の経緯
『東京大学文学部考古学研究室蒐集品考古図編』第 12輯には，本稿の図 3「二仏並座像」が掲載さ
れており，その解説に「満日文化協会寄贈」と記されている（26）。「満日文化協会」とは，「日本側の
主要な東洋学者と満洲国側の政府要人とがあい寄って，両国にまたがり所轄官庁により正式に創設さ
れた機関」である（27）。すなわち，日本の満州侵略正当化を目的として満州国文化形成のために設け
られた政治的機関である。
斎藤が半拉城にて発掘した仏像を主とする遺物は，当初は半拉城の発掘調査費をすべて負担してい
た琿春県公署に保管された。その後，当時満州国文教部在勤の三宅俊成の提案のもとに，新京にある
満州国文教部に移動されたことは斎藤自身が記している（28）。したがって，これらの遺物は満州国文
教部から満日文化協会に移され，その後おそらくは補修の名目で東京大学にもたらされたものと思わ
れる。斎藤は，自身が発掘した半拉城遺物について，「その後それが修理目的のために，東大の考古
学研究室に送られたことは何処からか耳にしたが，戦後それがどうなったかは駒井教授には考古学協
会で会談したことはあったが聞いたことはなかった」（29）と回想している。
さらに斎藤は，戦後それらの遺物は，連合軍の指示により一部が台湾政府に送られたと聞いたこと，
戦後東京大学考古学研究室を見学した際，そこにある遺物は当時東京国立博物館の東洋館に陳列さ
れている二仏並座像以外は殆ど残片ばかりではあるが，全て自分自身が発掘したものであるから記憶
があったこと，台湾政府に送った船は台湾には届かなかったらしいこと，を述べている（30）。つまり，
半拉城出土遺物は戦後台湾政府に送られたが，すべてが返還されたのではなく，一部が東京大学保管
として残されたのである。
（2）台湾国立故宮博物院への移管経緯
前述のように，現在台湾の国立故宮博物院に所蔵される「二仏並座像」2点は，戦後日本が東京大
学より返還したものであると思われる。その経緯については，国立故宮博物院の歴史の中で日本返
還遺物として触れられたり，美術史分野の論文ではその所蔵のみが述べられてきたが（31），いずれも
経緯の詳細を把握していない。もっとも有力な先行研究は，高仁俊・嵇若昕「院蔵日本帰還文物拾
零」（32）である。以下，この論文の内容をもとに台湾への移管経緯について整理してみたい。
民国 37年（1948年）6月，南京中央博物院籌備処兼代主任の杭立武が中央信託局に，日本から遺
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物を返還させることを計画する文書「国立中央博物院籌備處公函」を提出した。文書の概略は，杭立
武が，日本から返還させる「翡翠屏風」などの文物を接収するために，専門の設計委員である李霖燦
を中央信託局に派遣して，接収の手続きを進める旨を伝える内容である。
一方，日本においては，当時の中華民国駐日代表団第 3組が日本の賠償と帰還事業を担当し，民国
35年（1946年）の秋に「中華民国賠償帰還代表団」を，翌 36年（1947年）9月に「賠償及帰還物資
接収委員会」を組織し，いずれも第 3組組長の呉半農（1905–1978）が代表を勤めた。こうして中華
民国政府と駐日代表団が連携して，帰還接収事業を推進した。
文物の帰還事業は，民国 38年（1949年）までに計 3回行われ，返還した文物は，南京故宮博物院
と中央博物院に送られ，のちに当時博物院があった台中に運送されたと思われる。さらに，民国政府
が台湾に遷った後（1949年以降）は，全 6回に渡って文物が返還されたのだが，そのうちの民国 40
年（1951年）の第 5回の運搬にて，渤海の遺物が返還された。この第 5回の運搬は，民国 40年（1951
年）に高雄に到着し，5月 26日に点検が開始されたもので，その時返還された文物の内訳は，戦争
期間に日本人が遼陽漢墓を発掘して得た出土文物が中心である。そして，その中に「渤海国の領域内
で採集された瓦当・石仏・光背の残片」が含まれるのである。
以上が台湾への移管の経緯である。そのなかで注目すべきは，民国政府が台湾に遷った後に行われ
た全 6回の運搬のうちの第 5回の運搬である。その時運搬された「石仏」が現在台湾国立故宮博物院
に所蔵されている「二仏並座像」2点と思われる。さらに，その他にも現在所蔵不明のものが含まれ
るかもしれない。特に，ここに見える「光背」が，図 8・9の遺物に該当すると推測される。とすれば，
この「光背」は，東京大学にも所蔵されていないのであるから，台湾国立故宮博物院に所蔵されてい
る可能性が極めて高いことになる。
ただし，古屋奎二氏によると，民国 45年（1956年）にも 2回，日本から文物が返還され（33），こ
れを含めれば日本からの遺物の返還は計 11回行われたことになる。前述の呉半農の回想録「有関日
本賠償帰還工作的一些史実」（34）には，1949年以前の最初の 3回の文物返還についてしか触れられて
おらず，返還船が台湾に届かなかったのが第何回の返還時のことなのか，あるいはこれ以外に台湾に
到着しなかった返還船があり，それに積まれていた「二仏並座像」が現在東京大学に保管されている
のか，いずれも不明といわざるを得ない。
（3）所蔵不明の二仏並座像
最後に，所在不明の「二仏並座像」3点について，別の可能性を指摘しておきたい。
発掘者斎藤の回想には，「当時の発掘してから三月とたたない頃に，満洲国文教部に在勤されてい
た三宅俊成氏から，貴重なる資料につけても，將来は，新京に国立博物館をつくる予定であるから，
琿春のような田舎では充分なる保管が困難と思うので，保管を文教部に移したいとの相談を受けた。
（中略）半拉城の調査費は総て琿春県が負担したものであるから，県公署さえ承知ならと，無条件で
同意したことであった」（35）とある。これはすなわち，半拉城出土の遺物が，琿春県公署から三宅俊成
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の提案によって満州国文教部に移された経緯である。しかし，斎藤は，「その後，県公署から文教部
に届けられた仏像のなかには，報告書に見えている二，三点が見えないとのことは聞いていたけれど
も，県公署としても，それ位は記念に保管したいと思ったのであろう」（36）とも述べている。
つまり，すべての遺物が文教部に移管されたのではなく，文教部には届けられなかった 2，3点の
仏像があり，それこそが現在所蔵不明の「二仏並座像」である可能性が否定しきれないのである。
おわりに
以上，本稿で述べたことをまとめると，
①　半拉城出土の「二仏並座像」は，すべてが斎藤優によって発掘されたものである。
② 　現在確認される半拉城出土の「二仏並座像」は 8点，光背部分 1点の計 9点である。そのうち，
3点（図 3・12・15）が東京大学に，2点（図 1・7）が台湾国立故宮博物院に所蔵され，残る 4
点の所蔵は不明である。
③ 　遺物は，当初は琿春県公署に保管され，新京にあった満州国文教部に移管され，そこを経由し
て満日文化協会に移され，同協会から補修目的で東京大学に移管された。
④ 　戦後，遺物は連合軍の指示のもと台湾政府に返還されたが，すべてが返還されたのではなく，
船ともども台湾に届かなかった遺物は東京大学に戻され，現在まで所蔵されるに至った。
⑤ 　残る所在不明の遺物のうち，「光背」1点（図 8・9）は台湾国立故宮博物院に所蔵されている
可能性が高い。「二仏並座像」3点（図 2・4・5）は，（a） 同じく台湾に返還され国立故宮博物院
に所蔵，（b） 返還船が台湾に到着せず，戻されて東京大学に保管（調査の結果この可能性は低
い），（c） 満州国の琿春県公署から文教部に移された段階で散逸，のいずれかと思われる。
のごとくである。
注⑴ 『新唐書』巻 219北狄伝・渤海の条「初，其王数遣諸生詣京師太学，習識古今制度，至是遂為海東盛国，地
有五京，十五府，六十二州。」（中華書局標点本 6182頁）。
　⑵ なかでも瓦の研究が代表的であり，田村晃一「渤海の瓦当文様に関する若干の考察」（『青山史学』19，
2001年），同「渤海瓦当論再考」（『早稲田大学大学院文学研究科紀要』47–4，2002年）などが挙げられる。
　⑶ 主に次のような先行研究が挙げられる。濱田耕策『渤海国興亡史』（吉川弘文館，2000年）。石井正敏『日
本渤海関係史の研究』（吉川弘文館，2001年）。酒寄雅志『渤海と古代の日本』（校倉書房，2001年）。上田雄『渤
海使の研究』（明石書店，2002年）。佐藤信編『日本と渤海の古代史』（山川出版社，2003年）。東北亜歴史財
団編・濱田耕策監訳『渤海の歴史と文化』（明石書店，2009年）。浜田久美子『日本古代の外交儀礼と渤海』（同
成社，2011年）。
　⑷ 小嶋芳孝「渤海の仏教遺跡」（佐藤信編『日本と渤海の古代史』山川出版社，2003年）。
　⑸ 「半拉城」には，「半拉城子土城」，「古土城」，「八連城」，「八磊城」，という別称が，「第二廃寺址」には，「第
二寺址」，「四方垞子寺廟址」，「新生寺廟址」の別称がある。現在では，「八連城」の名称を使用するのが一般
的であるが，本論では，斎藤優氏の調査書を中心に分析をすることがねらいであるため，斎藤氏の調査書の
なかで使われている「半拉城」及び「第二廃寺址」の名称を使用することとする。
　⑹ 渤海の仏教や二仏並座像に関する先行研究は，主に次のものがある。駒井和愛「渤海の佛像―特に二佛竝
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座石像について―」（東京大学文学部考古学研究室『考古学研究』第 1冊，1950年）。同「渤海国の二仏並座
石像」（『中国都城・渤海研究』雄山閣出版，1977年）。三上次男「半拉城出土の二仏並座像とその歴史的意義」
（『朝鮮学報』49，1968年）。河上洋「東北アジア地域の仏教―渤海を中心として―」（『大谷大学史学論究』1，
1987年）。同「渤海の東京と二仏並座像」（『仏教史学研究』35–2，1992年）。村田靖子「二仏並坐像の二仏同
形と異形―根津美術館所蔵の北魏金銅仏を中心に―」（『大和文華』94，1995年）。徐光輝「渤海の仏教遺跡
について」（『仏教史学研究』40–1，1997年）。小嶋芳孝「渤海の仏教遺跡」（佐藤信編『日本と渤海の古代史』
山川出版社，2003年）。金申『仏教美術叢考』北京科学出版社，2004年）。林碩奎「渤海の二仏並坐像」（『仏
教芸術』302，2009年）。
　⑺ 鳥山喜一「渤海東京考」（『京城帝国大学文学会論纂』第 7輯，史学論叢，1938年）。
　⑻ 注（7）参照。
　⑼ 鳥山喜一・藤田亮策（『満州国古蹟古物調査報告』第 3編，間島省古蹟調査報告（満州帝国民生部，1942年）。
　⑽ 斎藤家では，家長が代々「甚兵衛」と名乗ることから，斎藤優氏は生前，「優」と「甚兵衛」の 2つの名前
を使用していた。
　⑾ 鳥山喜一「渤海国の五京について―渤海史上の諸問題の一節―」（『東洋大学紀要』11　社会・自然科学篇，
1957年）。
　⑿ 斎藤甚兵衛『半拉城―渤海の遺蹟調査―』（琿春県公署，1942年）。
　⒀ 斎藤優『半拉城と他の史蹟』（半拉城史刊行会，1978年）。
　⒁ 注（12）参照。
　⒂ 注（12），（13）参照。
　⒃ 注（6）駒井論文 1950，参照。
　⒄ 『東京大学文学部考古学研究室蒐集品考古図編』第 12輯（東京大学，1952年）。
　⒅ 注（13）参照。
　⒆ 注（12）参照。
　⒇ 『東京大学文学部考古学研究室蒐集品考古図編』第 18輯（東京大学，1960年）。
　21 遺物の実見・撮影にあたっては，東京大学考古学研究室ならびに東京大学大学院人文社会系研究科の早乙
女雅博教授にご協力いただいた。また，本稿への写真の掲載もご快諾いただいた。この場をかりて，心より
お礼申し上げる。
　22 注（13）参照。
　23 台湾台北にある国立故宮博物院での実見においては，東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所の
中見立夫教授，及び台湾国立故宮博物院器物処副研究員の陳慧霞氏にご協力いただいた。この場をかりて心
よりお礼申し上げる。
　24 遺物の調査にあたり，福井県立歴史博物館学芸員の瓜生由起氏と元同館学芸員の中原義史氏にご協力いた
だいた。この場をかりて，心よりお礼申し上げる。
　25 斎藤の生家は，金沢学院大学文学部の小嶋芳孝教授にご紹介いただいた。また，本稿の執筆にあたり，ご
子息の斎藤寛昭氏には斎藤優氏の著書に掲載されている図版の使用許可をいただいた。この場をかりて，心
よりお礼申し上げる。
　26 注（17）参照。
　27 岡村敬二『日満文化協会の歴史―草創期を中心に』（自家版，2006年）。
　28 注（13）参照。
　29 注（13）参照。
　30 注（13）参照。
　31 美術史系論文の一節として触れられた先行研究としては，主に次のものがある。金春実「朝鮮三国時代如
来坐像考―施無畏・与願印像について―」（『仏教芸術』202，1992年）。金申『仏教美術叢考』（北京科学出版社，
2004年）。林碩奎「渤海の二仏並坐像」（『仏教芸術』302，2009年）。台湾国立故宮博物院の歴史全般につい
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て書かれたものとしては，古屋奎二『新訂故宮博物院物語』（二玄社，1992年）がある。
　32 高仁俊・嵇若昕「院蔵日本帰還文物拾零」（『故宮文物月刊』304，国立故宮博物院，2008年）。
　33 注（31）の古屋氏の著作を参照。
　34 呉半農「有関日本賠償帰還工作的一些史実」（中国人民政治協商会議全国委員会文史資料研究委員会編『文
史資料選輯』72，中国文史出版社，1980年）。
　35 注（13）参照。
　36 注（13）参照。
表 1　二仏並座像関連遺物所蔵一覧表
図 名称 分類 寸法（全高・横） 所蔵機関 写真出典 備考
1 二仏並座像 石仏 全高  19cm横幅  12cm
台湾
国立故宮博物院『他の史蹟』図版 7 筆者実見（2010.12.28）
2 二仏並座像 塼仏 全高  15cm横幅　 未載 不明 『他の史蹟』図版 8
3 二仏並座像 石仏 全高  29cm横幅  15cm
東京大学考古学
研究室
筆者撮影
（2008.5.9於東京大学）
『他の史蹟』図版 10と
『東大考古』12，図版 19 
にも掲載あり。
図 6，10の合体形
4 二仏並座像 石仏 未載 不明 『他の史蹟』図版 17
5 二仏並座像 石仏 未載 不明 『他の史蹟』図版 18
6 二仏並座像裳懸座 ― 全高  9cm横幅  5cm
東京大学考古学
研究室 『半拉城』図版 8–1 図 3の一部
7 二仏並座像 石仏 未載 台湾国立故宮博物院『半拉城』図版 9–1 筆者実見（2010.12.28）
8 石製光背（表） ― 全高  26cm横幅  22cm 不明 『他の史蹟』図版 15
9 石製光背（裏） ― 同上 不明 『他の史蹟』図版 16
10 二仏並座像頭部光背 ― 全高  15cm横幅  15cm
東京大学考古学
研究室 『半拉城』図版 14 図 3の一部
11 石仏片群 石仏 ― 一部東京大学考古学研究室 『他の史蹟』図版 22 図 12,14が混入
12 二仏並座像 石仏 全高  9.8cm横幅  15.3cm
東京大学考古学
研究室
筆者撮影
（2008.5.9於東京大学）『東大考古』18，図版 16–3
13 二仏並座像 石仏 全高  9.8cm横幅  11cm
東京大学考古学
研究室
『東大考古』18，図版
17–1 図 15の一部
14 二仏並座像 石仏 全高  11cm横幅  12.4cm
東京大学考古学
研究室
『東大考古』18，図版
17–2 図 15の一部
15 二仏並座像 石仏 横幅 約15cm 東京大学考古学研究室
筆者撮影
（2008.5.9於東京大学）
出版物に掲載見当たらず
図 13，14の合体形
出典略記： 『他の史蹟』…斎藤優『半拉城と他の史蹟』（半拉城史刊行会，1978年）。『半拉城』…斎藤優『半拉城
―渤海の遺蹟調査―』（琿春県公署，1942年）。『東大考古』12…『東京大学文学部考古学研究室蒐集
品　考古図編』第 12輯（東京大学，1952年）。『東大考古』18…『東京大学文学部考古学研究室蒐集
品　考古図編』第 18輯（東京大学，1960年）。
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図 6　二仏並座像裳懸座図 5　二仏並座像図 4　二仏並座像
図 3　二仏並座像
（東京大学考古学研究室所蔵）
図 2　二仏並座像図 1　二仏並座像 
（台湾国立故宮博物院所蔵）
図 8　石製光背（表）図 7　二仏並座像
（台湾国立故宮博物院所蔵）
図 9　石製光背（裏）
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図 10　二仏並座像頭部光背
図 12　二仏並座像
（東京大学考古学研究室所蔵） 図 13　二仏並座像
図 14　二仏並座像 図 15　二仏並座像
（東京大学考古学研究室所蔵）
A
B
図 11　石仏片群
